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《海外エッセイ》
アメリカ在外研究雑感一大陸横断と、リキュールと、
　　　　　　　ブルッキングス研究所のこと
中　邨 章
　私がワシソトンにtCたどり着いた”のは，酷寒未だやまない昨87年2月15日
のことである。前任地のソルト・レイク市を車で発ち，雪のロッキー山脈を一
日掛けて越えた。そのあと，約4，000キPの道のりをマルー週間，走りに走っ
た。途中，セントルイスではさすがに運転に疲れ，ホテルから食事にすら出た
くなかった。したがって，ワシントソへはまさにttたどり着いた”と言うのが
実感であった。ところが，道中，車に関してはスピード違反で捕まった以外に
不安はあまりなかった。なにしろ世界に冠たる日本車，tcダッスン”（邦名，ダ
ットサン）での旅であったから。
　冬の自動車によるアメリカ大陸横断が，危険であることは言うまでもない。
少なくとも日本人の感覚でいくと，平均時速70マイル（112キロ）で，しかも，
世帯道具を一杯に積んで，雪と氷の中を走り抜けるのは大変な冒険である。実
際，ソルト・レイクを出るときは，日頃，信心等とはおよそ無縁の私も，つい
つい財布に古くから入れていた御守りを擦りたい心境になった。日本人の友人
は，二世の人を含めてほぼ例外なく，冬の大陸横断には反対した。「ナカムラ
さん！　危ないわよ。なにを考えているの！」。日本人コミュニティからの共
通した，レスポンスであった。
　一方，WASPを中心とするアメリカジンは，日本人とは全く別の見方を示
した。全員が自動車による大陸横断は，難業ではないという意見であった。勿
論，天候にもよるが，ストームが来れぽモーテルで一，二日，待避しておれぽ
大丈夫。ワシントンまで三日もあれば十分。アメリカジンの平均的な，きわめ
て楽観的な見解であった。アメリカが世界で最大の農業国家であることを，是
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非，見ておけとけしかけられる始末になった。
　この日本人グループとアメリカジングループの反応の違いは，多分にカルチ
ャーの差異に基づくものである。アメリカには今日でも，Ctラッグド・インデ
ィビジュアリズム”（荒々しい，野性的な個人主義）を理想とする伝統がある。
それが具体的に何を指すかは，ジョソ・ウエィンが演じるカゥボーイを思い起
こせぽよい。粗野ではあるが勇敢で，弱いものには極めて優しい。アメリカ男性
の理想像である。このカルチャーは今から凡そ百年程前，“Go　West！Young
Man！”（若いの！　西部に行きな！）の声に誘われて，幌馬車で大陸を横断
した人々に源流を持つ。
　この伝統が今でも生きている。アメリカジンにとって，自動車による大陸横
断は先達の苦労を若干でも知る絶好のチャンスなのかもしれない。冒険はアメ
リカ文化の重要な要件である。しかも，アメリカの理想的な男性像からいくと，
アドペンチャーは涼しい顔で苦もなく乗り越えるものである。だから，冒険の
行く先に悲観的ではいられない。旅はバラ色，希望に温れていなけれぽならな
い。アメリカジンが将来について楽観的になる所以である。
　実際，アメリカジンはタフである。また，タフであることを誇示しようとす
る。ボディビルがアメリカで始まったことが，それをよく表しているようであ
る。かつて，アメリカの大学で勉強していた頃，クラスメートが徹夜でレポー
ト提出のため勉強しているのに，苦労していることを隠す傾向のあることに気
が付いた。一方，私がアメリカの大学で習った先生によると，日本人は仕事で
忙しいとか，大変だとかを口にすることが極めて多い。仕事について大げさで
あるが，全然，信用出来ないと言ったことを思い出す。自分の事を含めて思い
当たる節があった。大陸横断をしながら，ついつい日米文化の差異に思いが及
んだ。そうしたことでも考えないと，車の外は畑，畑。マルニ日間というもの，
雪を被った畑しか見えない道のりであった。
　沢山の方から，旅行中のアルコール事情に付いて質問を受けた。私はこれま
でカリフォルニアで生活し，毎夏，ニューヨーク等の大都市を旅行した経験が
ある。いままで酒の入手で苦労したことはなかった。それが当然であると思っ
　　　　　　　　　　　　　　　一37一
ていた。ところが，カリフォルニアやニューヨr－一クは例外であることが分かっ
た。出発地のユタ州には，押し付けがましいことで悪名の高いモルモン教の本
山があり，お酒には厳しい規制が敷かれている。普通のマーケットは，ビール
しか置いていない。そのビールも，場所によっては日曜日には売ってくれない。
したがって，旅行に出るときはいつも，沖田教授から以前に戴いた銀製のアル
コール保存容器を緊急用として自動車に入れておく。大変，役にたった。
　ユタには民間の酒屋はない。しかし，酒を手に入れることは出来る。州政府
直営の「アルコール・酒類委員会」（Alcohol　Beverage　Comlnission）があ
る。ここは月曜から土曜の11時から7時迄開いている。その間であれぽ，日本
酒を含め殆どの酒類は手にはいる。問題はこのABCが何処にあるかを見付け
ることである。なかなか見つからず，困ったことが一再ならずあった。レスト
ランは普通，リカーは出さない。しかし，バ㌣が付いているところが多い。バ
ーのあるところでは，客はバーでミニボトルを買って，それを自分の席で飲む
システムである。バーがないと，外で買って持ち込むことになる。日本のよう
に持ち込み料という，ケチなことは言わない。
　私はそのように酒に対して厳しいのは，宗教政治をしくユタ州だけのことだ
と思っていた。ところが，大陸を渡って判明したことは，殆どの州が酒につい
て厳格な規制を今も持つことであった。道中，大体の州がABCでしか酒を売
っていなかったし，リカーを出さないレストランも多数に及んだ。インディア
ナ，オハイオ，メリーランド等が，その例に当たる。考えてみると禁酒法を真
面目にやった国である。アルコール規制が残っていて当然のことである。首都
近郊のバージニアに住んでさえ，アルコールには不自由した。アルコール天国
日本の新宿を思い，新橋を思うことしきりであった。
　首都到着の翌日，ワシントンの中心街にあるブルッキングス研究所に安着の
報告に出掛けた。ブルッキングスは，1927年に創設された世界で最初のシンク
タンクである。内部は政治グループ，経済グループ，それに国際問題グループ
と公共政策グループの4部門に分かれている。所員は研究職と事務職を併せて
凡そ300名になるが，研究者の交替は極めて激しい。それは，所員の雇用契約
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が野球選手のように一年更新，その間に業績が出ないと解雇されるからである。
また，既に業績を持つものについては，外部の大学から誘いがある。私が在籍
した僅かの間にも，政治グループの研究部長はジョソズホプキンス大学の冠付
き教授（Endowed　Chair）に，そして，同じく政治グループの主任研究員の
二人はそれぞれスタンフォードとミネソタ大学に転出した。
　着任の挨拶をした同日，この研究所の6階，別名“大使館通り”と言われる
マサチューセッツ街に面した場所に，大きな個室を貰うことになった。窓から
はカナダ大使館やジョソズホプキンス大学院が見える。素晴らしい部屋であっ
た。しかし，問題が二つあった。その一つは，前任地の州立大学では私の部屋
にアップルコンピュターが設置され，大変重宝した。ところが，ブルッキング
スではタイプライターすら自前であった。大枚45ドルをはたいて早速タイプを
買う羽目になった。加えて，電話が不便で仕方がなかった。ことに市外通話に
なると，私専用の長いコード番号をインプットしないかぎり，通話が出来ない
仕組みになっていた。州立大学では電話はかけ放題（池内先生によく電話し
た）。コピーはタダ（その成果は駿河台研究棟にある）。官と民の節費に対する
姿勢の違いを実感として知ることができた。ファックスなどは全くない。好く
言えぽ，昔ながらの事務所風をいつまでも保守する機関である。
　しかし，・ブルッキングスで感心したことは，研究所が24時間，365日休みな
くオープンしていることであった。また，研究員にはニューヨークタイムスが
ほぼ無料同然で購入できる特典のあることも有り難かった。さらにそれ以上に，
様々なセミナーが毎週開かれ最も勉強になった。とりわけ，毎金曜日には定例
の昼食会があった。この金曜ランチェオン・セミナーはワシントンでは定評が
高く，元予算局長で高名な経済学者でもあるチャールス・シュルツ氏をはじめ，
フィリヅプ・トラザイス，ヘンリー・アーロソ，さらには，行政学，政治学で
著明なアンソー二・ダウンズやジェームス・サンドクイスト先生等がレギュラ
ー・メンバーであった。議員や政府高官の出席も常に多数に及んで，沢山の人
々と面識をうることが出来た。在外研究の貴重な財産になった。
・ただ，若い研究者とは友達になりにくかった。むしろ，中西部の田舎大学で
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毎日同僚とワイワイと楽しくやってきた後では，彼らは冷淡とすら思えた。こ
れには理由がある。若手研究者は成果を出す必要に迫られている。それが出な
いとお払い箱である。真剣勝負を強いられている彼らに，日本からきた呑気な
研究者と雑談をする時間はない。しかし，忙しくとも貿易摩擦の不協和音は届
く。その上，日米問題は自分達の生活にまで深刻な影響をもってきている。そ
うしたこともあって，やがて彼らは研究所の中をうろうろする日本人に興味を
持ち始めたようであった。2ヵ月もすると連日，日本経済について質問を受け
るはめになった。お陰で，アメリカにいながら日本の経済を勉強する機会にも
恵まれた。在外研究のもう一つの貴重な成果である。
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